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発
　
　
民

日
号
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清
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町
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4
代
沢
代
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松
　
松

年
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富
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第
城
　
話

和
　
　
頸
長

昭
　
　
東
館
電

松代印刷所印刷

九
月
定
例
町
議
会
終
る

松
代
町
公
民
舘
使
用
条
例
制
定
ほ
か

　
九
月
二
十
六
日
午
前
九
時
よ
り
、
町

役
場
議
会
場
に
お
い
て
第
三
回
定
例
町

議
会
が
開
議
、
翌
二
十
七
日
に
は
昭
和

四
十
年
度
松
代
町
一
般
会
計
、
特
別
会

計
才
入
才
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
行
な

わ
れ
二
日
間
に
亘
っ
た
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

　
尚
会
議
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

議
第
幽
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
に
つ
い
て
。

　
◎
柳
達
太
郎
氏
の
任
期
満
了
に
と
も

　
　
な
う
委
員
の
任
命
が
行
な
わ
れ
、

　
　
町
長
提
出
に
よ
る
、
前
委
員
の
柳

　
　
達
太
郎
氏
の
任
命
が
満
場
一
致
で

　
　
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
第
二
号
　
松
代
町
職
員
の
給
与
に
関

　
　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
　
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
◎
土
曜
日
直
の
条
例
が
な
い
の
を
今

　
　
回
加
え
ま
し
た
。

議
第
三
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
　
合
を
組
織
す
る
地
力
公
共
団
体
の

　
　
増
加
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
◎
松
代
町
に
は
直
接
関
係
が
あ
り
ま

　
　
せ
ん
。

議
第
四
号
　
分
収
造
林
契
約
締
結
に
つ

　
　
い
て
。

議
第
五
号
　
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員

　
　
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る

　
　
条
例
。

議
第
六
号
　
昭
和
四
十
一
年
度
松
代
町

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

　
◎
才
入
才
出
そ
れ
ぞ
れ
七
〇
八
万
円

　
　
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
　
内
容
は
総
務
費
一
四
六
九
千
円

　
　
民
生
費
二
五
千
円
、
衛
生
費
三
七

　
　
二
千
円
、
農
林
業
費
一
〇
八
四
千

　
　
円
、
土
木
費
一
〇
五
四
千
円
、
消

　
　
防
費
八
七
四
千
円
、
教
育
費
一
五

　
　
八
五
千
円
、
災
害
復
旧
費
六
二
三

　
　
千
円
、
が
主
な
追
加
分
で
す
。

議
第
七
号
　
昭
和
四
十
年
度
松
代
町
才

　
　
入
才
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
。

　
◎
監
査
委
員
よ
り
の
報
告
に
も
と
ず

　
　
き
審
議
を
行
い
、
そ
れ
を
認
定
し

　
　
ま
し
た
。

議
第
八
号
　
松
代
町
公
民
館
使
用
条
例

　
　
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
◎
別
稿
に
て
お
知
せ
い
た
し
ま
す
。

以
上
が
第
三
回
定
例
町
議
会
の
決
議
を

う
け
ま
し
た
も
の
で
す
。

∋
ヨ
…
…
…
…
…
一
…
…
…
ヨ
…
…
…
雪
…
…
…
昌
ヨ
…
…
…
個
…
望
…
…
…
国
…
…
…
…
目
琶
冒
＝
ヨ
一
署
…
…
勇
…
垂
…
量
昌
目
…
U

　　構　醗灘

簡
易
保
険
の
還
元
融
資
”

△
完
成
の
役
場
庁
舎
▽

　
最
近
の
地
方
財
政
は
、
さ
か
ん
に
窮

乏
化
が
呼
ば
れ
て
い
る
が
幾
多
の
重
要

課
題
を
か
か
え
て
い
る
状
態
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
郵
政
省
に
お
い
て
は
、
簡

易
保
険
事
業
と
積
立
金
の
還
元
融
資
を

図
っ
て
、
半
世
紀
に
わ
た
る
経
過
を
ふ

り
か
え
っ
て
み
る
と
き
、
直
接
的
に
は

加
入
者
と
そ
の
家
族
の
福
祉
向
上
と
、

間
接
的
に
は
、
還
元
融
資
を
通
じ
て
、

産
業
、
文
化
の
発
展
と
国
民
福
祉
の
向

上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し

各
種
事
業
の
推
進
の
た
め
、
運
用
総
額

一
兆
二
五
三
九
億
円
の
う
ち
、
五
五
八

四
億
円
を
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
日
頃
、
郵
便
局
へ
積
ん
で

い
る
簡
易
生
命
保
険
と
郵
便
年
金
積
立

金
は
、
身
近
か
な
施
設
の
整
備
に
役
立

っ
て
お
り
ま
し
て
、
当
町
と
し
て
は
、

至
近
な
例
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
度
よ

り
ニ
ケ
年
継
続
事
業
の
松
代
町
役
場
庁

舎
建
設
事
業
も
、
事
業
費
七
六
〇
〇
万

円
の
う
ち
の
一
部
を
、
郵
政
省
の
簡
易

保
険
事
業
等
の
積
立
金
か
ら
融
資
の
還

元
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
皆

さ
ん
か
ら
も
今
後
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
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9月30日付をもつて、町長より、昭和40年度の決

算要領が公表になりました。これによりますと、

1，一般会計決算のあらまし

　昭和40年度の一般会計は、当初199，800・冊の規模であ

つたがその後9回の補正により最終予算は220，944柵と
なりました。

　これに対し決算額は

　　歳入238，693柵　　歳出　207，102二円
であつて、差引31，591柵を昭和41年度に繰越したもので

ある。当町では、継続費逓次繰越額や繰越明許繰越額及

び事故繰越額等がないので実質収支は31，591二冊の黒字で

あります。

　昭和40年度の実質収出は31，591二冊の黒字であるが、前

年度の実質収支が21，164＝円、積立金15，000二円、積立金取

くずし額16，000柵等があつて実質単年度の収支は9，427

二冊の黒字である。

　なお、昭和37年度以降の最近の財政規模の推移をみる

と次のとおりである。

2，歳 入

　昭和40年度の歳入予算現額220，944二円に対し、調定額

は238，693柵で、収入済額（決算額）238，693：冊、収入未

済額0柵である。

　昭和40年度の歳入決算額の款別の内訳は第1表のとお
りである。前年度と比べると繰入金、地方交付税、地方

債の増加が著しい。

（第1表）　昭和40年度一般会計歳入決算額
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　昭和40年度歳入決算額238，693柵を予算現額220，944柵

と比べると17，749椚の増加であるが主な款別に増加状況

を見ると、次のとおりである。
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　昭和40年度の町税収入は29，479・円（歳入合計中に占め

る割合12．4％）で、前年度の29，949柵（17．2％）と比べ

ると470＝円1・6％の減少である。これは地方税法の改正

により、市町村民税の課税方式が従来ただし書方式によ

つたものが40年度において本文方式に改められ市町村民

税のみにおいて2，203柵の減税となり、政府の減税施策

の結果が表われている。他の税目においては、若干の伸

びを示しているが課税客体の自然増である。

　昭和40年度の町税収入の税目別内訳は第2表のとおり
である。

（第2表）　昭和40年度町税収入税目別内訳
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3，歳 出

　昭和40年度の歳出予算現額220，944＝椚に対し支出済額

は207，102柵で、予算の執行率は93．73％となり残額13，8

42柵は次年度へ繰越すものである。

　昭和40年度の歳出決算額の款別の内訳は、第3表のと
おりである。

　前年度に比べると総務費の増加が著しい。

　これは，役場庁舎の建築事業費が臨時費として計上し

たためである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×
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（第3表）昭和40年度一般会計歳出決算額（款別）
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昭和40年度の歳出決算額207，102；冊を予算現額220，944

柵と比べると13，842謂の減である。

昭和40年度の歳出決算額の性質別の内訳は第4表のと
おりである。前年度に比べると義務的経費は16・2％、投

資的経費は88・4％の増加で普通建設事業の増加が著しい。

（第4表）昭和40年度一般会計歳出決算額（性質別）
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25201．6 　　45　0．1，

45，11029・439，864174・1

26，11317．σ3，6116．7
7・9δ915・3 2・6574・9
13・54918・8、2・149－4・0

47，62131．1　8，41715．6
17，082 11．1 1，025、1．8

　1290．1　　　　　20　　0．1

　12，3701．6・△2，070△3．8

　し　　　ロ153，28210053，820100

増減率

A／B

％
116．6
144：．1

97．6

116．OI

205．0

124．0
101．7

188．3
　tl13．8i
133．31

115．gi

117．81

106・Oi

ユ15．5、

12．6

135．1

4，一般財源とその充当状況

昭和40年度の一般財源は、町税29，479二冊（前年度29，94

9二冊）地方交付税103，69軒円（前年度90，137珊）繰越金21，

164柵（前年度13，945千円）減税補てん債10，400＝冊（前年度

8，400柵）　計164，732柵（前年度142，431二円）である。

前年度と比べると22，301・円15．7％の増加で、歳入会計の

増加額64，247・冊のうち47．8％を占め、歳入会計の増加率

36．8％を11．0％上回つているが、これは地方交付税の増

加が著しいためである。

昭和40年度の一般財源の充当状況をみると第5表のと

おりである。

（第5表）　一般財源の充当状況
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5，継続費及び債務負担行為の状況

昭和40年度における継続費の設定状況は
（新規）

事業名

，役場庁舎

嘩設事業

総　額（うち一般財源）

81，980：円

（56，980珊）

継続年数

昭和40
～41年度

昭和40年度
支出予算額

（うち一般財源）、

29，0δ6二円

（24，056千円）

、
＿ ，・、ゆ

昭和40年度において新たに設定した債務負担行為は

事業矧年度（鑑集轟）摘
東頸寮建築
借入金償還

昭和48年度
まで

166＝円

（166珊）1

要

6，町民の負担状況

昭和40年度の歳入238，693・冊のうち、直接町民の負担

によるものは税収入21，802＝冊、税外収入（使用料及び手

数料・負担金・寄附金）15，270柵等である、合計37，072千円

である。　また、町民1人当りでみると、税収入1，924円　　＼’

（前年度2，051円）税外収入1，345円（前年度982円）合計　　い

3，271円（前年度3，033円）である、前年度に比べると238　距

　　　　　　　　　　　1‘’円7．8％増である。

7，町債の現在高

　昭和40年度末の町債の現在高は52，034・冊である。前年
度に比べると21，458・冊の増である。これは、本年度発行

額23，900珊が本年度償還額4，662珊を上回つたためであ

る。昭和40年度末の町債現在高の事業別内訳は第6表の

とおりである。

（第6表）　昭和40年度末の町債の現在高

事業別
前年度丞本年度中の異動
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町
立
公
民
舘
独
立
す
る

　
…
…
旧
役
場
庁
舎
を
一
部

　
　
　
　
　
　
　
改
造
し
て
…
…

　
か
ね
て
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
の
熱
望

し
て
い
ま
し
た
、
独
立
公
民
館
が
こ
の

程
旧
役
場
庁
舎
の
内
部
改
造
を
終
了
し

町
立
公
民
館
と
し
て
発
足
、
十
月
よ
り

町
民
の
皆
さ
ん
の
集
り
の
場
、
学
習
の

場
と
し
て
発
足
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
学
習
の
場
が
欲
し
い
、
活
動
の

場
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
は
長
い
間
の

念
願
で
し
た
の
で
関
係
者
一
同
喜
び
合

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
社
会
教
育
の
場

と
し
て
の
施
設
で
す
が
、
ま
だ
充
分
の

設
備
も
と
と
の
わ
ず
、
こ
の
事
が
す
べ

て
解
決
さ
れ
た
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ん
の
利
用
に
答
え
る
べ
く
努

め
て
お
り
ま
す
。
一
階
は
ホ
ー
ル
で
板

の
間
で
す
。
又
一
般
の
談
話
室
的
な
も

の
と
し
て
、
畳
の
部
屋
も
あ
り
ま
す
。

又
二
階
は
大
広
間
と
十
畳
の
間
が
畳
に

な
っ
て
い
ま
す
。
多
数
の
人
の
集
合
所

と
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
尚
、
二
階
廊
下
突
当
り
の
部
屋

は
、
旧
公
民
館
に
あ
り
ま
し
た
図
書
室

を
移
し
小
会
議
室
も
取
っ
て
あ
り
ま
す

　
使
用
の
際
は
公
民
館
使
用
条
例
に
基

ず
い
て
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の

許
可
が
必
要
で
す
の
で
、
使
用
許
可
書

を
委
員
会
か
ら
受
取
り
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
又
使
用
の
際
の
細
部
に
わ
た
っ
て
は

教
育
委
員
会
で
示
し
ま
す
が
、
次
の
様

な
場
合
は
許
可
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
あ

ら
か
じ
め
諒
承
く
だ
さ
い
。

①
　
專
ら
営
利
を
目
的
と
し
て
使
用
し

　
よ
う
と
す
る
こ
と
。

②
　
風
俗
を
み
だ
し
、
公
共
の
秩
序
を

　
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と

　
き
。

⑧
　
施
設
々
備
を
破
損
す
る
お
そ
れ
が

　
あ
る
と
認
め
た
と
き
。

④
　
使
用
目
的
以
外
に
悪
用
さ
れ
る
お

　
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。

⑤
　
公
共
の
た
め
の
使
用
と
重
複
す
る

　
と
き
o

　
尚
条
例
の
細
部
に
わ
た
っ
て
は
申
請

書
の
裏
側
を
読
ん
で
い
た
だ
く
か
、
教

育
委
員
会
に
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
い
た
だ
け
る
時
間
は
午
前
八
時
半

よ
り
夜
十
時
ま
で
の
間
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
た
だ
利
用
の
際
は
多
数
の
人
の

利
用
の
場
所
佑
す
の
で
、
よ
く
後
し
ま

つ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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毎
年
文
化
の
日
を
中
心
に
行
な
わ
れ

て
い
る
町
の
総
合
文
化
祭
展
覧
会
は
年

を
追
う
に
し
た
が
っ
て
盛
大
と
な
っ
て

い
く
こ
と
を
関
係
者
一
同
喜
び
合
っ
て

い
ま
す
が
、
本
年
も
松
代
小
学
校
を
主

会
場
と
し
て
、
菊
の
香
も
高
い
十
一
月

二
日
、
三
日
の
両
日
行
う
こ
と
を
決
定

最
後
の
打
合
会
を
十
月
四
日
公
民
館
に

お
い
て
開
催
、
細
部
に
わ
た
る
計
画
を

協
議
し
、
全
員
こ
れ
を
確
任
し
、
そ
れ

ぞ
れ
準
備
に
入
る
こ
と
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　
そ
れ
に
ょ
る
と
、
期
口
は
二
日
の
午

後
一
時
よ
り
四
時
ま
で
。
三
日
の
日
は

午
前
八
時
よ
り
四
時
ま
で
一
般
観
覧
と

す
る
こ
と
に
な
り
、
各
種
展
は
、
町
政

展
、
色
紙
展
、
書
道
展
、
町
内
児
童
生

徒
作
品
展
、
菊
花
展
、
自
然
愛
護
展
、

農
協
産
業
、
生
活
展
、
高
校
展
、
病
院

展
、
個
展
、
生
花
展
、
バ
ザ
ー
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
内
菊
花
展
は

　
日
よ
り
　
日
ま
で
小
学
校
入
口
を
中

心
に
国
道
の
両
側
に
展
示
さ
れ
、
生
花

展
は
町
公
民
館
の
階
下
ホ
ー
ル
に
て
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
「
他

数
の
方
の
参
観
を
係
で
は
お
待
ち
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

（勾

松
代
町
の
文
化
財
、

－
史
蹟
を
見
学

県
文
化
財
保
護
連
盟
の
一
行

　
去
る
十
月
十
二
日
、
十
三
日
に
わ
た

っ
て
、
県
の
文
化
財
保
護
連
盟
の
一
行

約
一
四
〇
名
が
貸
切
バ
ス
三
台
に
分
乗

し
て
、
東
頸
の
文
化
財
、
史
蹟
の
見
学

に
来
郡
し
ま
し
た
。

　
十
二
日
は
四
時
頃
松
代
町
に
入
り
、

途
中
係
員
の
説
明
の
も
と
に
、
室
野
城

趾
な
ど
の
途
中
の
様
子
を
見
学
し
、
池

尻
で
長
者
ケ
原
の
話
を
聞
き
、
松
之
山

　
　
　
ペ

ヘ
む
か
恕
ま
し
た
。
筒
そ
の
夜
、
宿
の

疲
れ
も
み
せ
ず
、
松
代
町
の
「
七
つ
ま

い
り
」
の
映
写
や
松
之
山
町
の
民
芸
「

中
尾
の
神
楽
」
他
を
見
そ
の
日
は
松
之

山
泊
り
、
翌
十
三
日
は
十
時
半
頃
来
町

し
、
役
場
庁
舎
に
お
い
て
、
松
苧
神
社

の
宝
物
や
、
向
原
地
区
よ
り
の
土
器
、

石
器
等
を
見
、
大
島
村
へ
む
か
い
ま
し

た
。
郡
内
と
し
て
は
初
め
て
の
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
文
化
財
の
保

護
に
多
く
の
人
達
が
関
心
を
も
た
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
一
行
は
二
日
間
の
目

程
を
す
ま
せ
ま
し
た
。

　
松
代
町
で
も
今
後
町
民
の
皆
様
の
力

添
え
に
よ
り
、
隠
れ
た
文
化
財
を
保
護

す
る
と
共
に
、
そ
の
知
識
を
持
っ
て
い

た
だ
く
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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皿
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纏
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さ
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る
皆

さ
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へ

馨
糞
繁
畿
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纏
霧
畿
競
纏
畿
霊
一
鍵
四
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藝
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収
穫
の
秋
を
迎
え
、
多
忙
の
中
に
も

心
は
す
で
に
出
稼
に
移
っ
て
い
る
事
と

思
い
ま
す
。

今
年
は
日
本
経
済
の
好
転
に
と
も
な
い

去
年
よ
り
良
質
の
求
人
が
増
え
係
と
し

て
も
そ
の
都
度
求
人
情
報
を
流
し
て
居

り
ま
す
が
、
職
場
の
固
定
化
に
よ
り
大

多
数
の
方
は
既
に
行
先
が
決
っ
て
居
る

と
思
い
ま
す
が
、
会
社
、
事
業
所
の
都

合
や
年
令
、
体
力
等
の
問
題
で
転
職
さ

れ
る
方
は
な
る
べ
く
早
め
に
係
ま
で
御

相
談
に
お
出
で
下
さ
い
。

明
る
い
出
稼
の
為
に
正
月
に
は
是
非
帰

省
さ
れ
る
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

出
稼
を
明
る
く
す
る
も
、
暗
く
す
る
も

総
て
妻
子
と
共
に
正
月
を
迎
え
る
事
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
陰
膳
を
神
棚

に
添
え
一
家
の
大
黒
柱
の
い
な
い
正
月

ほ
ど
暗
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

仕
事
の
性
質
上
ど
う
に
も
な
ら
な
い
人

以
外
は
是
非
正
月
に
は
帰
省
し
て
下
さ

い
。
正
月
帰
省
の
た
め
役
場
で
も
除
雪

に
万
全
を
期
す
る
所
存
で
す
。

又
出
稼
中
の
事
故
で
す
が
昨
年
は
一
人

の
犠
牲
者
と
数
名
の
怪
我
人
を
出
し
ま

し
た
。
原
因
に
つ
い
て
は
天
災
、
人
災

｛
『
㌔
』
『
塾
恥
ー
』
1

等
あ
り
ま
す
が
、
た
え
ず
自
分
に
は
両

親
、
妻
子
が
あ
る
と
云
う
事
を
忘
れ
ず

に
仕
事
に
励
ん
で
下
さ
い
。
皆
様
が
出

ら
れ
た
後
、
家
族
の
者
は
皆
様
の
安
全

を
朝
な
夕
な
に
お
祈
り
し
て
い
る
の
で

す
。
ど
う
か
事
故
の
な
い
様
お
願
い
致

し
ま
す
。

出
稼
者
の
中
で
来
春
中
学
を
卒
業
さ
れ

る
子
供
さ
ん
を
持
つ
方
に
お
願
い
致
し

ま
す
。
子
供
さ
ん
の
進
路
に
つ
い
て
は

是
非
出
稼
前
決
定
し
て
下
さ
い
。
実
社

会
に
出
る
人
、
進
学
す
る
人
、
そ
れ
ぞ

れ
子
供
の
一
生
の
誤
り
の
な
い
様
特
段

の
心
構
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
后
に
縁
故
で
出
稼
さ
れ
る
方
も
出
稼

先
を
必
ず
役
場
ま
で
住
所
を
お
知
ら
せ

下
さ
い
。
出
稼
中
に
町
と
の
色
々
の
連

絡
を
取
る
為
で
す
。

　
で
は
今
年
も
元
気
で
行
っ
て
来
て
下

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
業
係
）

〃

1
1
』
旨

つ
ば
め
”
南
へ
旅
立
つ

ー
『
I
J

シ
、
マ
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
、
ゴ
イ
サ
ギ
等

で
よ
く
見
か
け
る
鳥
た
ち
で
す
。

　
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
県
下
に
知
ら
れ

て
い
る
松
代
町
に
も
、
秋
の
深
ま
り
と

共
に
、
渡
り
嚢
は
そ
れ
ぐ
、
そ
の

準
備
に
と
り
か
』
っ
て
い
ま
す
。
お
な

じ
み
の
〃
つ
ば
め
〃
が
南
へ
旅
立
つ
準

備
の
一
瞬
を
役
場
庁
舎
の
屋
上
で
カ
メ

ラ
が
と
ら
え
た
一
こ
ま
で
す
。

　
尚
こ
れ
か
ら
、
こ
の
町
に
や
っ
て
く

る
冬
鳥
は
、

ミ
ヤ
マ
ホ
オ
ジ
ロ
、
キ
レ
ン
ジ
ヤ
ク
、

ヒ
レ
ン
ジ
．
ヤ
ク
、
ジ
ヨ
ビ
タ
キ
、
　
ハ
ヤ

ブ
サ
、
シ
ロ
ハ
ヤ
ブ
サ
、
ア
オ
シ
キ
、

キ
ク
イ
タ
キ
、
ト
ラ
ツ
グ
ミ
、
コ
ミ
ミ

ヅ
ク
、
チ
ヨ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
、
オ
ジ
ロ
ワ
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農
地
を

つ
ぶ
す
に
は

　
農
地
法
で
は
、
第
四
条
第
一
項
に
「

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
者
は

省
令
の
定
め
る
手
続
に
従
い
、
都
道
府

県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
又
同
法
九
十
二
条
で
は
、

こ
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
「
三
年
以

下
の
懲
役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
共
は
自
分
の
農
地
を
自
分
の
宅
地

や
納
屋
、
作
業
場
等
の
敷
地
に
潰
す
こ

と
や
、
他
人
に
潰
さ
せ
て
貸
付
け
る
こ

と
等
は
全
く
第
三
者
の
干
渉
等
必
要
と

し
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
が
法
律

で
規
定
さ
れ
て
い
る
限
り
法
治
国
民
と

し
て
、
こ
れ
に
反
く
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
例
え
ば
法
律
を
知
ら
な
か
っ
た
か

ら
、
と
云
っ
て
も
知
ら
な
い
と
云
う
こ

と
で
罪
を
免
か
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。　

農
地
法
の
こ
と
に
つ
い
て
は
前
に
も

「
農
地
法
の
は
な
し
」
を
回
覧
致
し
ま

し
た
の
で
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は

御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
自
分

の
農
地
を
宅
地
や
工
場
の
敷
地
に
潰
し

た
り
植
林
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
或

は
他
人
に
潰
さ
せ
て
貸
し
た
り
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
総
て
農
地
法
第
四
条
又

は
第
五
条
の
規
定
に
よ
っ
て
必
ず
事
前

に
（
農
地
の
ま
～
の
状
態
）
規
定
さ
れ

た
手
続
に
よ
っ
て
申
請
さ
れ
、
知
事
の

許
可
を
受
け
て
か
ら
潰
す
よ
う
に
留
意

さ
れ
、
処
罰
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
の
な

い
よ
う
心
掛
け
て
下
さ
い
。
申
請
は
総

て
農
業
委
員
会
を
経
由
し
て
知
事
宛
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
申
請
書

に
は
申
請
者
の
氏
名
、
住
所
、
職
業
、

土
地
の
所
在
は
勿
論
、
そ
の
土
地
の
利

I
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
ー

用
状
況
、
普
通
収
穫
高
、
潰
す
目
的
や

時
期
等
詳
し
い
こ
と
を
記
載
し
、
附
近

の
見
取
図
、
建
物
の
平
面
図
、
総
工
事

費
の
明
細
、
資
金
の
調
達
方
法
、
申
請

人
の
住
民
票
等
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
か
ら
申
請
書
も
簡
単
に
は
出

来
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
詳
し
い
申
請

書
は
農
業
委
員
会
の
意
見
書
と
共
に
知

事
宛
進
達
致
し
ま
す
。
県
で
は
こ
の
申

請
に
つ
い
て
安
当
か
否
か
を
確
認
す
る

た
め
係
官
を
現
地
に
派
遣
し
て
実
施
を

調
査
致
し
ま
す
。
そ
の
際
現
地
が
既
に

潰
さ
れ
て
お
り
ま
す
と
違
反
事
実
と
し

て
罰
則
を
適
用
す
る
か
、
建
物
を
取
こ

わ
し
、
敷
地
を
元
の
農
地
に
復
さ
せ
る

よ
う
に
処
断
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
処
罰
を
受
け
る
よ
う

な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
ず
事
前
に
農

業
委
員
会
に
出
頭
し
て
正
規
の
手
続
を

し
て
許
可
を
受
け
て
か
ら
潰
す
よ
う
に

心
掛
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
松
代
町
農
業
委
員
会
）

（5）

　　　　漣・

ヂ



囹
第
七
回
し
ぶ
み
俳
句
大
会
開
か
る

　
去
る
八
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の

両
日
に
渡
り
し
ぶ
み
俳
句
会
主
催
、
公

民
館
後
援
の
俳
句
大
会
が
高
田
よ
り
春

山
他
石
先
生
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
同
人
）

を
迎
え
て
室
野
山
平
旅
館
に
於
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
兼
題
募

集
の
発
表
も
あ
り
同
人
一
同
も
熱
心
に

苦
吟
し
数
多
く
の
作
品
を
被
露
し
ま
し

た
尚
当
日
入
選
作
品
の
抜
翠
は
次
の
通

り
で
す
。

宿
涼
し
昔
な
が
ら
の
大
厨
　
　
　
晴
胡

炉
柵
と
り
天
井
高
き
夏
炉
か
な
　
稚
堂

萩
に
ふ
れ
芒
に
ふ
れ
て
バ
ス
奥
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
夫

大
杉
に
ホ
ー
ス
涼
し
く
干
さ
れ
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
目

火
の
気
な
き
夏
炉
の
一
ト
間
暗
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
お

大
杉
に
囲
ま
れ
踊
る
寺
の
庭
　
　
紅
茶

消
防
の
高
張
り
を
立
て
盆
踊
　
　
淡
水

棒
踊
り
す
る
高
校
生
村
の
盆
　
　
立
石

う
り
の
手
に
朝
顔
の
赤
点
々
と
　
枯
水

蓮
の
花
落
ち
て
も
蓮
の
葉
の
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
華

　
兼
題
募
集
句
　
　
　
他
石
先
生
選

　
　
天
位

鮎
の
宿
大
燗
鍋
を
炉
に
か
け
て

　
　
　
　
（
直
江
津
市
）
横
山
左
右
石

　
　
地
位

ふ
と
我
に
返
り
て
滝
の
音
の
中

　
　
　
　
（
松
之
山
町
）
村
山
三
二

　
　
人
位

出
穂
揃
ひ
て
立
秋
の
風
や
は
ら
か
く

　
　
　
　
（
松
代
町
）
牧
田
大
松

　
　
五
客

沖
花
火
波
に
と
ど
い
て
消
え
に
け
り

　
　
　
　
（
直
江
津
市
）
佐
藤
五
秀

か
な
か
な
や
夕
飯
に
は
ま
だ
早
き
と
き

　
　
　
（
松
之
山
町
）
山
岸
と
み
よ

草
の
穂
の
か
ら
ま
る
草
を
刈
り
急
ぐ

　
　
　
　
（
松
之
山
町
）
村
山
休
石

夜
濯
ぎ
の
妻
は
教
師
に
満
足
す

　
　
　
　
　
（
松
代
町
）
古
島
六
花

夏
の
月
水
番
の
影
動
き
け
り

　
　
　
　
　
（
松
之
山
町
）
村
山
朴
人

　
　
　
選
者
句

炎
天
と
錐
も
山
の
日
さ
め
や
す
し

片
陰
の
つ
づ
き
バ
ス
行
く
涼
し
さ
に

雨
欲
し
や
埃
槌
せ
し
て
山
、
の
萩
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茸
の
採
集
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
開
か
る

　
味
覚
の
秋
の
食
膳
を
に
ぎ
わ
す
も
の

の
一
つ
に
茸
が
あ
り
ま
す
。
今
茸
も
終

り
頃
と
な
り
ま
し
た
が
、
去
る
十
月
一

日
土
曜
日
に
、
町
内
孟
地
校
に
お
い
て

大
島
保
健
所
、
東
部
理
科
研
究
同
好
会

が
主
催
の
茸
の
採
集
講
習
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
茸
の
中
毒
が
新
聞
紙
上
を
に

ぎ
わ
す
こ
の
頃
、
危
険
を
最
少
限
に
く

い
と
め
る
ぺ
く
催
さ
れ
た
こ
の
会
に
、

当
町
の
自
然
愛
護
会
も
積
極
的
参
加
し

有
意
義
な
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
秋
晴
の
好
天
に
恵
ま
れ
午
前

九
時
三
十
分
、
孟
地
中
学
校
長
挨
拶
に

次
ぎ
、
大
島
保
健
所
長
の
お
祝
い
こ
と

ぽ
と
茸
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
が
あ
り

十
時
犬
伏
部
落
の
城
山
一
帯
に
か
け
て

茸
の
採
集
を
行
い
、
午
後
食
用
、
毒
物

と
分
類
鑑
別
を
行
い
展
示
を
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
保
健
所
早
川
技
師
の
講
演

と
ス
ラ
イ
ド
に
ょ
る
「
茸
の
知
識
」
の

お
話
し
が
あ
り
、
午
後
三
時
三
十
分
に

閉
会
し
ま
し
た
。
又
こ
の
席
上
、
こ
れ

を
期
に
郡
茸
同
好
会
の
発
足
を
計
画
一

同
の
賛
意
を
得
て
散
会
と
な
り
ま
し
た

　
当
日
の
参
加
者
は
約
三
十
名
程
で
し

た
。

♪
、
も
一
・
、
．
鱒
，
ち
（
ご
●
｝
～
亀
♂
．
》
3
φ
＝
《
♂
・
も
1
も
・
言
》
、
も
一
ひ
、
。
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現
金
は
　
　
　
　
　
、

　
”
現
金
書
留
”
で

　
　
　
　
　
　
出
し
て
く
だ
さ
い

　
現
金
書
留
は
、
七
月
か
ら
最
高
十
万

円
ま
で
送
れ
ま
す
◎
受
取
っ
た
人
が
、

す
ぐ
現
金
を
ほ
し
い
と
き
や
、
不
便
な

と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
人
に
送
金
す
る

と
き
は
、
大
へ
ん
便
利
で
す
。

　
現
金
書
留
は
、
現
金
専
用
の
封
筒
に

入
れ
、
封
か
ん
紙
を
は
り
、
割
り
印
を

し
て
郵
便
局
の
窓
口
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
出
す
と
き
は
必
ず
中
に
入
れ
た
現

金
の
額
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
万
一

事
故
が
あ
っ
た
場
合
は
、
申
し
出
た
金

額
ま
た
は
不
足
額
を
賠
償
し
ま
す
。

　
現
金
書
留
の
料
金

損
害
要
償
額
　
三
千
円
ま
で
六
〇
円

損
害
要
償
額
　
三
千
円
以
上
二
千
円
ま

，
『
）

’
6
－

（

　
　
　
　
　
　
す
ど
と
に
五
円
増

〃
普
通
郵
便
に
現
金
を
入
れ
な
い
で
〃

　
普
通
郵
便
や
簡
易
書
留
に
、
現
金
を

入
れ
て
出
す
と
、
差
出
人
に
戻
さ
れ
た

う
え
、
書
留
料
の
二
倍
の
百
二
十
円
を

徴
収
さ
れ
ま
す
。
現
金
は
、
必
ず
現
金

書
留
に
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ク

〃
郵
便
物
が
届
か
な
い
と
き
は

　
　
郵
便
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
〃

　
郵
便
局
に
は
郵
便
物
の
事
故
を
調
べ

る
「
一
〇
一
号
」
と
い
う
事
故
調
査
制

度
が
あ
り
ま
す
。
郵
便
物
が
着
か
な
か

っ
た
り
、
中
身
が
足
り
な
か
っ
た
り
し

た
と
き
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
へ
早
目

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
は
、
書
留
ば
か
り
で
な
く

手
紙
、
は
が
き
、
小
包
な
ど
普
通
扱
い

の
郵
便
物
で
も
、
調
球
ら
れ
ま
す
。
申

し
出
る
人
は
、
差
出
人
で
も
受
取
人
で

も
け
っ
こ
う
で
す
。
料
金
は
い
っ
さ
い

か
か
り
ま
せ
ん
。

　
郵
便
局
に
事
故
の
申
し
出
が
あ
り
ま

す
と
、
郵
政
監
察
局
が
調
査
を
受
け
持

ち
郵
便
物
の
行
く
え
を
く
わ
し
く
調
べ

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
結
果
を
約
二
週
間

く
ら
い
で
申
し
出
た
か
た
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ま
た
調
査
が
長
引
く
と
き
は
、
途
中
で

中
間
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
郵
便
物
が
届
か
な
い
と
き
は
、

お
手
数
で
も
、
ぜ
ひ
郵
便
局
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

，
の
、
3
く
’
、
く
4
》
●
ち
8
～
8
σ
～
豊
∂
巴
》
。
・
．
．
の
、
ε
≧

せ
ら
　
公
民
舘
図
書
室

知
　
　
　
　
を
再
開

お　
大
変
長
い
間
、
皆
様
に
御
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。
公
民
館
図
書
室

を
、
十
一
月
一
日
よ
り
再
開
、
御
利
用

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
図
書
室
は
町
公
民
館
（
旧
役
場

庁
舎
）
の
二
階
の
突
当
り
の
部
屋
で
す

借
出
日
は
前
例
の
如
く
、
繭
日
、
五
日

十
日
、
十
五
日
、
二
十
日
、
二
十
五
日

と
し
、
借
出
時
間
は
当
分
の
間
、
夜
七

時
半
か
ら
九
時
半
ま
で
と
い
た
し
ま
す

多
数
の
方
の
利
用
を
心
か
ら
お
待
ち
い

た
し
ま
す
。
省
図
書
の
管
理
の
た
め
に

必
ず
係
を
通
し
て
お
借
り
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


